
（管理規則第３条実施要領 別紙様式）                                                               Ｎｏ.（１） 

１ 

 

  ２０２５  年度（令和 ７ 年度）学校評価自己評価表  
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 Ⅱ 中学校区 
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培遠中学校区 校番２７ 福山市立春日小学校 
   

 最終更新日 2025 年（令和 7 年）４月１６日 

 

ミッション  福山に愛着と誇りを持ち、変化の激しい社会をたくましく生きる子どもを育てる。 

ビ ジ ョ ン  各中学校区・学校が、資質・能力の育成に向けた特色ある教育課程を編成し、 

日々の授業を中心として評価・改善を進めながら、子どもたちの確かな学びを実現している。 

児童生徒の現状 
 小学校では、学ぶ意欲はあるものの、全国学

力学習状況調査における教科学力は若干下

回っている。 

 中学校では、生徒会活動を中心に、学校の課

題の改善に努める取組が充実してきた。 

・中学校における長期欠席の生徒は全体の  

9.9％である。（R5 全国平均 8.5％） 

 

育成する力 

資質・能力 
課題発見力、論理的思考力、コミュニケーション力、粘り強さ  

めざす子ども像 

(義務教育修了時の姿) 
自己を認識し、自分の人生を選択し、表現することができる  

中学校区として 
統一した取組等 

・発信・表現の充実を踏まえた生活科・総合的な学習の時間の単元づくり 

・相手・目的意識をもたせた特別活動の充実 

・図書館を含めた学習環境の整備 

 

 

現 状 

＜児童＞ 
・教職員の肯定的な声掛け、図工作品展や校内俳句表彰、校外活動での活躍の
表彰などを通して、児童の自己肯定感は高まってきている。 

・２年生から６年生までの全学年において標準学力調査結果が全国平均を下
回るなど、学力面において課題が大きい。 

 
＜授業＞ 
・生活科及び総合的な学習の時間で身に付けさせたい力やＩＣＴ機器活用能
力の学年ごとのルーブリックを作成することができた。 

・1、３年の老人クラブとの交流、２年生町たんけん、６年の春日のまちづく
りについての提案など、地域とのつながりを深める学習が広がりを見せ、次
年度導入予定のコミュニティースクールに向けて検討材料ができつつある。 

・学力向上をどのようにして進めるが大きな課題であり、定着度が低い児童へ
フォローの仕組みづくりを行う必要がある。 

 

前年度学校関係者評価の主な内容 
・学校として大変な状況も多々あると思うが、 

学力向上や不登校の減少等、子どもたちのた 

めにがんばってほしい。 

・中学校ボランティア活動等を通して、地域と

のつながりを大切にする子ども達の成長が

楽しみである。引き続いて、地域との連携・

協力をよろしくお願いしたい。 

 

ミッション 

一人一人が自立し、社会に貢献できる人間の育成 

 
学校教育目標 

こころゆたかに、自ら伸びる 

 

育成する力 

脂質・能力 
課題発見力 論理的思考力 コミュニケーション能力 ねばり強さ 

めざす 

子ども像 

低学年 

「不思議だな」「何故
かな」を見つけるこ
とができる。 

事柄や時間の順序を
整理しながら考える
ことができる。 
 

自分の思いや考えを
相手に伝えることが
できる。 
 

自分がやるべきこと
を、あきらめないでや
り抜くことができる。 

中学年 

自ら問いを見つけ、
既習内容や方法で解
決することができ
る。 

因果関係を整理し、筋
道を立てながら考え
ることができる。 

自分の考えと相手の
考えを比べながら伝
え合うことができる。 

目標を持って最後ま
でやり抜くことがで
きる。 

高学年 

自ら問いを見つけ、
見通しを持って調べ
たり、考えたりしな
がら、解決すること
ができる。 

因果関係を整理し、筋
道を立てたり、根拠を
明確にしたりしなが
ら考えることができ
る。 

多様な考えを受け入
れながら、自分の考
えを伝えることがで
きる。 
 

自分の役割を自覚し、
役に立つ喜びを感じ
ながらやり抜くこと
ができる。 
 

   

研究 

テーマ 
「わかる」「できる」「もっとやりたい」と子どもが学習にのめりこみ、確かな学力を

つける授業づくり 

内容等 
・児童の実態を踏まえた単元、授業づくり 

・教職員が、自己課題をもって取り組む授業研究 

めざす授業の姿 

・「わかる」「できる」「もっとやりたい」と実感する授業 

・考えをもたせるための見通し、自力解決が充実した授業 

・思考過程を図や言葉で表現し、学びを深める授業 
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Ⅳ 目標・取組及び評価指標等の設定と評価                                                

年 
目 

中期経営
目標 

重 
点 

分 
類 

短期経営目標 
目標達成に 
向けた取組 

評価指標 

中間評価(10 月１日) 最終評価(２月末) 

□指標に係る 
取組状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

改善方策 

□指標に係る 
取組状況 

◎短期(中期)経営 
目標の達成状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

総合 
評価 

改善方策 

１ 
学力の向

上 

★ 
継

続 

・自ら学ぼう

とする意欲を

育む。 

・児童の思考の流

れに沿い、主体的

に学びに向かう単

元開発を行う。 

・国語・算数の次

の授業が楽しみだ

と感じる児童を

80％以上 

 

  

  

   

 

★ 
継

続 

・国語科・算数

科において学

力の定着を図

る授業づくり

を行う。 

・自分の思考過程

を式と図・言葉を

対応させながら表

現させる。 

・週1回放課後の

補習学習を行う。 

・春日っ子検定

（算数：基礎問題

＋思考力を問う問

題）において、前回

より得点が伸びた

児 童 が 学 級 で

70％以上 

 

  

  

   

 

１ 

自らに自

信を持ち、

相手を思

いやる心

の育成 

 
新

規 

・自分の存在

に価値を見い

だし、帰属感を

与えられる学

校づくり、学級

づくりを行う。 

・教師-児童、児童-児童

の関係性の中で、行

いのよさを褒める活

動を取り入れ、児童

に良さの価値づけを

行い、自己肯定感・有

用感につなげる。 

・「自分には良い

ところがある。」

85％以上 

・「学校が楽し

い。」85％以上 

 

  

  

   

 

 
新

規 

・進んであい

さつをする学

校風土を醸成

する。 

・あいさつ運動を行

う中で、進んであいさ

つをする児童を褒め

たり、評価したりする

機会をつくる。 

・「自分から大き

な声で元気よく、

気持ちのよいあい

さつをしている。」

85％以上 

 

  

  

   

 

１ 

自らの生

活を律す

る心の育

成と体力

の向上 

 

新

規 

・小学校年代

において育成

すべき体力向

上、基本的生活

習慣の確立に

取り組む。 

・調整力に焦点化し

て自らの目標を設定

し、達成感を味わわせ

る。 

・保護者の協力を得

て家庭での生活を見

直すとともに、メディ

アコントロール習慣

の取組を継続する。 

・反復横跳び（調

整力）の記録が伸

びた児童80％以

上。 

・家庭でのメディ

ア使用の時間２時

間未満80％以上。 

 

  

  

   

 

福山市立春日小学校 
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１ 

教職員が

意欲的に

働くこと

ができる

環境づく

り 

 
新

規 

・教職員が意

欲的に学校運

営に参画する

職場づくりを

推進する。 

・学年主任会等を

活用し、学校運営

面でより幅広く教

職員からの意見を

求めながら参画意

識を醸成する。 

・「仕事に意義と

やりがいを感じ

ている」教 員

90％以上 

・「自分の個性が

認められている」

教員８0％以上 

 

  

  

   

 

５ 

保護者か

ら信頼さ

れる学校

づくり 

 
継

続 

・保護者から

の満足度の高

い学校運営を

行う。 

・児童が「学校が楽

しい」と感じる学

びづくりを行う。 

・「春日小の取組

に満足している」

肯定的回答90％

以上 

 

  

  

   

 

[プロセス評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 
取組の目的に対する共通理解が顕著に認められ、状況の変化、
問題が生じた際は、協同的な課題解決が十分に図られた。 

４ 
取組の目的に対する共通理解が認められ、状況の変化、問題が
生じた際は、協同的な課題解決が概ね図られた。 

３ 
取組の目的に対する共通理解が一定程度認められ、状況の変
化、問題が生じた際は、協同的な課題解決がある程度図られた。 

２ 
取組の目的に対する共通理解が認められ難く、状況の変化、問
題が生じた際の協同的な課題解決があまり図られなかった。 

１ 
取組の目的に対する共通理解が認められず、状況の変化、問題
が生じた際の協同的な課題解決が図られなかった。 

 

[達成評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 
目標を大幅に達成し、十分な成果をあ
げた。 

４ 
目標を概ね達成し、望ましい成果をあ
げた。 

３ 
目標をある程度達成し、一定の成果をあげ
た。 

２ 
目標を下回り、成果よりも課題が多か
った。 

１ 
目標を大きく下回り、成果が認められ
なかった。 

 

[総合評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ １００％以上の達成度 
十分に目標を達成でき
た。 

４ 
８０％以上１００％未満
の達成度 

概ね目標を達成できた。 

３ 
６０％以上８０％未満の
達成度 

ある程度目標を達成でき
た。 

２ 
４０％以上６０％未満の
達成度 

あまり目標を達成できな
かった。 

１ ４０％未満の達成度 
目標を達成できなかっ
た。 

 


